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審    査    の    要    旨 
 日本語母語話者と非母語話者の接触場面の研究は、非母語話者側の日本語習得研究に主眼が
置かれ、母語話者側の実態の解明が遅れている。さらに、母語話者側の研究は、日本語教師の
発話を対象とするものがほとんどで、日本語教育の経験がない一般の日本語母語話者の言語的
な調節を解明しようとするものは極めて限られている。そのような中で、一般の日本語母語話
者の接触場面での発話を、外国人との接触経験の多寡という観点から追求した本論文は、独創
性という点で高く評価できる。具体的には、非母語話者との間での正確な情報伝達という目的
が達成されるまでの過程で、①どのような問題が発生するか、②問題が発生した場合、どのよ
うな方略を用いて解決するか、③問題の発生が予測される場合、どのような方略を用いて回避
するかなどの点を明らかにし、接触場面の経験を豊富に持つ者とそうでない者との間に見られ
る方略の質的・量的な異なりを記述し、日本語母語話者が接触場面の経験を積むことによって
得られる学習の過程をモデル化するという、これまでにない新しい研究である。この試みは、
これまで十分に解明されていなかった母語話者の接触経験による学習過程を明らかにするとい
う点で母語習得とも第二言語習得とも異なる新たな言語習得の領域があることを示した点で革
新的であり、今後、この方面での研究の方向性を示したことが高く評価できる。また、昨今の
日本国内における外国人居住者の増加は、外国人の日本語習得の必要性を高めるだけでなく、
日本人の外国人とのコミュニケーション力向上の必要性も高めている。この課題に対処するに
は、日本語母語話者による接触場面での言語的な調節のあり方と学習の過程を記述し、学習の
メカニズム解明を行う研究が行われなければならない。本論文はその先駆けとして、接触場面
での言語的な調節の基礎研究や接触場面でのコミュニケーション指導についての提言を行うだ
けでなく、今後の研究の方向性や具体的な方法を提示したという点で、社会的にも大きな意義
を持つものである。 
 一方において、本論文には、接触場面の未経験者より経験者の方が情報のやりとりが上手だ
という前提に縛られた考察が散見するという問題も指摘できる。例えば、経験者の方に情報提
供・意味交渉が多いという結果をもってして、経験者は非母語話者との理解を促進するための
さまざまな方略を駆使しているという論述を行っているが、多くの方略を用いることがより円
滑なコミュニケーションに結びついているのかどうかについては、さらなるデータの解析を踏
まえた慎重な検討が必要である。また、統計的な有意差が出ていない場合、そのことがどのよ
うな意味を持つのかについての考察が見過ごされているなどの問題もある。 
 このようにいくつかの問題は指摘できるものの、それらが本論文の価値を損ねるものではな
い。本論文は学術的にも社会的にも意義を持つ優れた研究として、今後のさらなる進展が期待
されるものである。 
 
平成２５年６月２４日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出
席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き
続き、所定の学力確認を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
